
◯福
妊
産
婦
医
療
福
祉
制
度

が
７
月
１
日
か
ら
変
わ
り

ま
す
。

　
医
療
福
祉
費
支
給
制
度（
通
称:

マ
ル
福
）と
は
、妊
産
婦
・
乳
幼
児
・

母
子
（
父
子
）
家
庭
・
重
度
心
身

障
害
者
な
ど
の
皆
さ
ん
の
健
康
維

持
・
増
進
を
図
る
た
め
、
医
療
機

関
な
ど
に
支
払
う
医
療
費
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、そ
の
制
度
の
も
と
、

対
象
と
な
る
方
々
の
医
療
費
の
個

人
負
担
分
が
、
補
て
ん
金
と
し
て

支
給
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
７
月

１
日
か
ら
妊
産
婦
医
療
福
祉
費
に

対
し
「
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
・
糖

尿
病
・
貧
血
・
産
科
出
血
・
心
疾

患
・
切
迫
早
産
・
妊
娠
中
に
発
生

し
た
治
療
を
要
す
る
疾
病
で
医
師

が
特
に
必
要
と
認
め
た
も
の
」
等

に
限
定
し
補
助
を
行
う
と
の
制
度

改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

　
桜
川
市
は
、
疾
病
対
象
外
と
な

る
病
気
や
ケ
ガ
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
同
様
助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
「
妊
産
婦
支
援
医
療
福
祉
費

支
給
に
関
す
る
制
度
」
を
独
自
に

設
け
ま
し
た
。

　
７
月
１
日
か
ら
市
が
交
付
す
る

妊
産
婦
◯福
受
給
者
証
は
、
２
種
類

に
な
り
ま
す
の
で
、
市
役
所
各
庁

舎
窓
口
で
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

１.
◯福
妊
産
婦
医
療
福
祉
費
受
給

者
証
（
ピ
ン
ク
の
受
給
者
証
）「
指

定
さ
れ
た
疾
病
名
に
よ
り
、
県
補

助
等
の
対
象
と
な
る
も
の
」

２.

妊
産
婦
支
援
医
療
福
祉
費
受

給
者
証（
グ
リ
ー
ン
の
受
給
者
証
）

「
市
が
単
独
の
補
助
を
す
る
も
の
」

ま
た
現
在
、
妊
産
婦
◯福
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
は
、
制
度
の
改
正

に
か
か
わ
ら
ず
、
ご
使
用
に
な
れ

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

に
つ
い
て

　
本
年
度
か
ら
「
介
護
納
付
金

分
」
の
賦
課
限
度
額
が
９
万
円
か

ら
10
万
円
に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
普
通
徴
収
分
（
２
期
か

ら
８
期
）
及
び
特
別
徴
収
分
（
10

月
・
12
月
・
２
月
分
）
の
納
税
通

知
書
は
７
月
17
日
に
発
送
し
ま

す
。長

寿
医
療
制
度
（
後
期
高

齢
者
医
療
）
保
険
料
に
つ

い
て

　
本
年
度
の
保
険
料
の
通
知
は
、

今
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引

き
）
の
方
に
は
、
８
月
上
旬
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
「
均
等
割
額
の
軽
減
・
所
得
割

額
の
軽
減
・
長
寿
医
療
制
度
に
加

入
す
る
直
前
に
被
用
者
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の
軽
減
」
な

ど
の
軽
減
措
置
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
必

ず
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１

１
代
表
）

さくらがわ　2009.7.15

　
先
日
、
市
の
将
来
を
担
う
子
供

達
の
朝
食
摂
取
現
状
を
把
握
す
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
下
図
の
と
お

り
で
す
。

　
一
割
弱
の
「
食
べ
な
い
」
と
答

え
た
理
由
を
見
て
み
る
と
「
夜
更

か
し
を
し
て
食
べ
ら
れ
な
い
」
な

ど
、
気
に
な
る
内
容
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
日
常
生
活
に
起
因
し
て
い
る
も

の
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
十

分
改
善
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
食
べ
た
い
の
に
朝
食
の

用
意
が
で
き
て
い
な
い
の
か
、
用

意
は
で
き
て
い
る
け
れ
ど
食
べ
た

く
な
い
の
か
も
今
後
食
育
を
推
進

し
て
い
く
う
え
で
、
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
食
べ
る
こ
と
、
そ
れ
は
生
き
る

こ
と
で
す
。
太
始
よ
り
続
い
て
い

る
命
の
営
み
の
原
点
に
返
っ
て
食

事
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
毎
月
19
日
の
「
食
育
の

日
」
に
は
、
国
を
あ
げ
て
食
育
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
朝
ご
飯
の
大
切
さ
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
桜
川
市
で
も
「
明
日
を
支
え
る
人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
食
育

普
及
事
業
）」
に
お
い
て
、
そ
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
食
育
普
及
主
管
課
／
南
・
北
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
、
学
校
教
育
課

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
よ
う
！

中学生

小学生

幼稚園・保育所園児

３歳児以下

県平均
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